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Ⅰ．緒言
　現在の大学教育では，学力低下，考える力の不足，生活
力の低下などが社会的問題となり１），18 歳人口の急減と
大学教育ユニバーサル化への趨勢という現実に直面してい
る２）．ここで看護分野に目を向けると，新人看護師は，社
会人基礎力を含めた様々な能力が低いことが問題となって
いる３）とともに，臨床の看護においては実践能力の低下や
新人看護師の早期離職などさまざまな問題が生じている４, ５）

のが現状である．2011 年３月には大学における看護系人
材養成の在り方に関する検討会から一つの指針が示され，
大学における看護基礎教育においても看護実践力の習得に
力をいれたカリキュラム・教育方法への取り組み６）を求
められるようになった．一方，高度化していく医療現場に
おいては，看護職に求められる能力の高度化が同時に進ん
でいる．このような現状の中，新人看護師にとっては，基
礎教育終了時点の能力と臨床で求められる能力のギャップ
とともに現代の若者の精神的な未熟さ，現場の看護職員が
新人看護職員の指導にかける指導時間の不足など，看護職
の定着を困難にする要因となるといわれる７）．これらの対
策として 2012 年より，新人看護師教育における看護研修
の努力義務化が施行され，新人看護師に対する受け入れる
職場側の対応が変化してきている８）．
　はじめにコンピテンシーの先行研究に焦点を当てると，
コンピテンシー論は，1970 年代に行動科学の研究から発
した，マクレランドの氷山モデルが有名である．人が何か
を行うときに意識にのぼってこないさまざまな動機や価値

観が影響していると考えたのである．これは，アメリカの
外交官やビジネスマンを対象とした業績の研究事例から確
立されたものであり，専門的な，特殊的な知識・技術とい
う表面的に観察できるもの（水面上にみえるもの）だけで
なく，人格や価値観といった基底的なもの（水面下にある
もの）が職務における業績を左右するということが明らか
になったのである９）．このようにコンピテンシーの研究は，
かつては教育社会学の分野で研究が行われてきた．吉本ら
は，日本と欧州における大学教育との関連について研究し
ている．仕事で必要とされる能力・知識・技術について
36 項目を設定し質問した結果，日欧ともに仕事上でさま
ざまな能力が求められていることがわかった（欧州委員会

「社会学的・経済学的重点研究」“Higher Education and 
Graduate Employment in Europe” 通 称 CHEERS 研 究，
日本代表：吉本圭一）10）．CHEERS で吉本は，「ここで

（CHEERS 研究）明らかなことは，基底的なあるいは一般
的なコンピテンシーと特殊的・職業的コンピテンシーとを
識別し，それらが，学校教育，一般的訓練，特殊的訓練の
特徴づけと関連づけることができるということである」11）

と述べている．
　次に看護におけるコンピテンシーに関する研究に焦点を
あてる．おもに看護人材のマネジメントとして活用され，
人事考課の一要素として用いられている．渡邉によれば，
看護職として必要なコンピテンシーとして，「問題解決」

「チームワーク」「ネットワーク」「部下育成」「リーダーシッ
プ」と例を示している．さらに，コンピテンシーの定義づ
けとして，「業績の高い成果を達成できる能力・特性をい
くつか選んで基準とする．そして，優れた行動能力を定性
的でなく定量的にとらえるために，年功要素はなく，客観
的で納得性がある．」としている12）．さらに，コンピテンシー
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をクリニカルラダーと関連させている研究もある13）．
　看護におけるコンピテンシーの始まりは，1994 年に
While が提唱した概念であり，日本の看護者に広く知られ
る機会となったのが 2002 年の井部の翻訳提示であった．そ
の日本語翻訳文の中では，コンピテンシーの概念を，知識，
技術，態度とし，competence は人が「知っていること」よ
りも「できること」に関連していると定義している14，15）．ま
た，最近の文献では，看護のコンピテンシーとは杉谷らに
よって以下のように定義されている16）．
　知識や技能を特定の状況や背景の中に統合し倫理的で効
果的な看護を行うために必要な能力であり，看護のコンピ
テンシーは，潜在的なコンピテンシーが前提となってコン
ピテントな（有能な）看護師によって実際の行為として示
される行動特性である．
　また，本研究者らは，CHEERS 研究で考案されたコン
ピテンシー項目（36 項目）10，17，18），2004 〜 2006 年に Rolf 
van der Velden（オランダ・マーストリヒト大学教授）を
研究代表者とする欧州委員会「重点的研究プロジェクト」

“The Flexible Professional in the Knowledge Society”（通
称 REFLEX 研究）19）のコンピテンシー項目（19 項目）を
参考とし，日本代表者の了解を得て看護師向けに一部変更
したコンピテンシーの項目を作成している（調査用紙α＝
0.97）20）．看護師向けのコンピテンシーは 37 項目あり，知
識（12 項目）･ 技術（13 項目）・能力（12 項目）である．
この縦断的調査の対象は，「看護系大学在学生および総合
病院勤務の看護師」であり，その結果，卒後 10 年後まで
の各時点における看護師の獲得能力の総合的自己評価は経
験とともに上昇していることが明らかとなった20）．さらに，
REFLEX のデータより日欧の新人看護師のコンピテン
シーの獲得能力の比較では，日本の看護師の自己評価の低
さが課題となった21）．
　次に，職業的能力に関するひとつの方法としてのエンプ
ロイアビリティに注目してみる．これは，2001 年に厚生
労働省よりエンプロイアビリティの判断基準が提示され

「エンプロイアビリティは，労働市場価値を含んだ職業能
力，即ち，労働市場における能力評価，能力開発目標の基
準となる実践的な就業能力と捉えることができる．」と意
義づけされている22）．
　一方，海外の研究からの知見は主に英国からであった．
稲永が，大学からの人材育成とそれを支える方途としての
就業体験に関する日本へのインプリケーションを探るため
に英国のエンプロイアビリティを使用している．「英国はエ
ンプロイアビリティ向上を支える就業経験の形態は多様で
あったが，就業経験を含めた向上方策を考える上での出発
点は，いくら初期キャリア段階での仕事と専門分野との関
連性が薄いと指摘されているとはいえ，やはり専門分野に
あった．（略）専門分野と関わった人材育成ポリシーと関連

で内容を議論する必要がある．」23）と人材育成の面からの課
題を提示している．このことは，看護という専門分野にお
いてどのように人材育成するかという点からの議論の必要
性を示しているであろう．さらに，大森は英国の高等教育
とエンプロイアビリティから知見を述べている．エンプロ
イアビリティの概念として，ヨークの提唱した「エンプロ
イアビリティは，職を得て選択した職業において成功する
可能性のあるアチーブメンツ（スキル，理解及び個人的属性）
のセットであり，本人，労働力，コミュニティおよび経済
に恩恵をもたらすもの」としている．これは，「USEM モデ
ル」として（ピーター・ナイトとマンツ・ヨークのプロジェ
クト（Skills plus project））において，Understanding（理解），
Skillful Practices（巧みな実践），Efficacy beliefs（自己効
力感），Metacognition（メタ認知）の４領域が構成要素で
あり，「エンプロイアビリティはスキル以上のものである」
といわれている．大森は，学問を基盤とした大学教育にお
けるエンプロイアビリティ育成の可能性より，カリキュラ
ム全体あるいは教育プログラム（課程）の課題として捉え
る視点の重要性があるとこれからの高等教育におけるエン
プロイアビリティに関わる研究の発展性を示唆している24）．
　本研究者らのこれまでの新人看護師を対象とした研究で
は，新人看護師がどのようにキャリア形成していくかにつ
いては明らかとしてきたが，看護師に対するエンプロイア
ビリティの視点から大学教育の在り方については明らかと
なっていない．
　これらのことより今回は，看護系大学卒業の看護師を受
け入れている看護管理者側から，看護系大学卒業の看護師
への期待および求める能力やその評価を明らかにして，看
護基礎教育でもあり高等教育機関でもある看護系大学にお
ける教育のあり方を検討したいと考えた．
　本研究においては以下のような点に注目し述べることと
する．ひとつは高等教育機関は，（看護教育に限ってないが，）

『基礎教育段階では，普通教育の仕上げとしてのキャリア教
育』，『実社会のコンピテンシーの基礎形成への要請に応え
るべき専門教育』といった要請に対応する必要がある．さ
らに，「コンピテンシー」と「社会人基礎力」を繋ぐキーコ
ンセプトが「コミュニケーション能力」であり，またその
２つの課題の交錯する戦略的領域が高等教育段階なのであ
る20）．
　これらをふまえ本研究は，高等教育機関に求められてい
る「エンプロイアビリティ」について，看護系大学の卒業
生を受け入れている臨床の現状および問題点を明らかにす
ることで，看護基礎教育課程の課題を明確にすることを目
的とする．
【用語の定義】
新人看護師：本研究における新人看護師とは，大学を卒業

し看護師として働き始めた，卒後３年までの看護師の
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ことである．
エンプロイアビリティ：雇用可能能力．臨床の看護師とし

てどのような場所においても通用する技術や能力を高
等教育機関において身につけること．

コンピテンシー：ある基準に対して効果的なあるいは優れ
た行動を引き起こす個人の中に潜む特性のことである．

社会人基礎力：社会人基礎力は，2006 年２月，経済産業
省では産学の有識者による委員会（座長：諏訪康雄法
政大学大学院教授）にて「職場や地域社会で多様な人々
と仕事をしていくために必要な基礎的な力」を３つの
能力（12 の能力要素）から成るものとして定義づけら
れた 25）．

Ⅱ．研究方法
１．期　間：2009 年９月〜 2010 年６月
２．方　法
　半構成的面接で約１時間を予定．面接者は，共同研究者
１〜２名で行い，面接場所は，協力者の職場または近隣で，
他者の出入りがなくプライバシーを保てる部屋とした．
３．対　象
　看護管理者（病棟管理担当・看護教育担当）９名．今回
は，スノーボール式で対象者を選定した．対象者の居住地
域は，九州，中部地方，北海道であった．看護系大学卒業
者が地方で増えてきた時期であり，長期的なキャリア教育
の視点から関東地方外とした．（表１）
４．内　容
　半構造化面接であり以下の点については，基本的事項と
して抑えるようにした．（１）対象者の背景，（２）看護部人
材の採用状況，（３）臨床看護に必要な知識・技術，（４）新
人看護師指導の実際，（５）大学教育に求めるもの・期待す
ることなど，の５項目である．これ以外は，基本的に自由
に，話の流れで語っていただくようにした．
５．分析方法
　録音したものを逐語録として書き起こし，一文を取り出
し意味の類似したものをまとめカテゴリー化した．また，

カテゴリー化にはコンピテンシーおよびエンプロイアビリ
ティが語られていると思う意味ある文脈を抽出し，サブカ
テゴリー，カテゴリーと抽象度を上げていった．分析は，
内容の真実性を高めるために研究者間で継続的に分析内容
の検討を行った．
　また，エンプロイアビリティの抽出にあたっては以下の
ようにした．厚生労働省より提示されたエンプロイアビリ
ティの評価基準である，“A　職務遂行に必要となる特定
の知識・技能などの顕在的なもの”に関しては，人間の潜
在的部分となるため「コンピテンシー」に関わることを分
析することで可能と考える．次に，“B　協調性，積極的等，
職務遂行に当たり，各個人が保持している思考特性や行動
特性に係るもの”に関しては，「社会人基礎力」の視点よ
り分析可能と考えるため，社会人基礎力の視点より分析す
る．これらの，２方向の視点を含め，エンプロイアビリティ
を抽出した．
　さらに，分析を行う過程で，大学病院関連の看護管理者

（以下大学病院）と大学病院以外の病院の看護管理者（以
下その他の病院）において新人看護師に対する対応が違っ
ていたために，それぞれの対応について分析することとし
た．
６．倫理的配慮
　対象者には研究の主旨，目的，プライバシーおよび匿名
性の厳守，研究途中であっても断れること，不都合な質問
項目に対しては回答を拒否できること，面接内容の録音と
面接中であっても録音を拒否することや研究協力を拒否し
ても不利益が生じないことを保障した．データは本研究以
外に使用せず，研究終了後に研究者がデータを破棄するこ
とと研究結果は，看護学および高等教育関係の学会・学会
誌での発表および科学研究費補助金報告書として公表する
旨を文章と口頭で説明し，文章にて承諾を得た．本研究は，
久留米大学の倫理審査委員会の承認を得て実施した．

Ⅲ．結果
１．対象者の背景

表１　インタビュー対象（看護管理者）

施設 病床数 役職 備考 分類
1 Ａ a 大学病院 1500 教育係長 看護管理認定看護師 大学病院
2 Ｂ 大学医療センター 300 副看護部長 その他の病院
3 Ｃ b 大学病院＊ 600 教育担当看護師長

大学病院4 Ｄ b 大学病院＊ 600 看護部長 男性
5 Ｅ c 大学病院 900 副看護部長（人事）
6 Ｆ 循環器科病院（慢性期） 80 看護部長 看護管理認定看護師

その他の病院
7 Ｇ 循環器科病院（急性期） 160 師長（教育担当） 看護管理認定看護師
8 Ｈ 一般病院（慢性期） 150 看護部長 看護管理認定看護師
9 Ｉ 一般病院（急性期） 200 看護部長 男性

注）＊は同じ病院である
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　看護管理者９名，内訳は，男性２名を含み，看護管理認
定看護師が４名いた．インタビューを行った場所は，九州，
中部地方と北海道であり，今回は地方を対象とし地方にお
ける基礎看護教育の現状が明らかとなるようにした．面接
時間は，約 60〜90 分 / 人であった．
　文中の【　】はカテゴリー，≪　≫はサブカテゴリーの
引用を示す．「斜字 」は，実際の語りの部分である．なお，

「　」内の（　）の部分は，前後の文脈より意味が通じる
ように筆者が説明のために追記したものである．
２．採用時に重視する点
　全ての病院で採用時には面接を行っていた．採用時の面
接方法は，一人の就職希望者に対して複数での面接であり，
面接員の構成は，病院長，看護管理者（看護部長，人事担
当者），事務員，病棟師長などであり，病院の規模による
違いはなかった．
　採用時に重視する点は，大学病院の場合，「面接」，次に

「採用時の学力試験」であり，「在学時の職業体験」はほと
んど重要視されていなかった．その他の病院では，採用の
ための筆記試験は行わず面接のみというところもあった．
インタビューより採用時の面接で重視することは，大学病
院では，「将来に向けての自分の考えが総合的にきちっと
し，自分の考えを持って自分で病院を選んでいるのかどう
かというところを重要視しています」など，《自分の状況
理解》を代表とした【自己の認識】があるか否かであった．
その他の病院の場合は，「１場面でも，心に残った看護と
かいうのをきちんと持っていて，それを大事にしている」
など，《自分の考えを話す力》すなわち【コミュニケーショ
ン能力】であった．さらにその他の病院では，学力試験は
実施していないが面接時の対応などより判断可能なレベル
の【基礎学力】のひとつである《一般的知識・学力》を求
めていた．
　さらに【基礎学力】のサブカテゴリーのうち，《行動力》
に注目すると，ものごとを遂行していく行動力・実践力と
日々の生活での行動・生活力といわれる《日常生活の行動
力》が求められていた．この《日常生活の行動力》で具体
的に示されたのは，実際に安全行動に結びつく自分の身の
まわりの洗濯・掃除，物の使い方としてコンセントの抜き
方があった．物品の使い方の多くは，破損・故障したこと
で提出される書類により物品が適切に取り扱われなかっ
た・扱い方がわからないまま使用したことが明らかになる
ケースが述べられていた．（表２）
３．エンプロイアビリティで重要視するもの
　「エンプロイアビリティ」に関わる要因を抽出するため
に今回は「コンピテンシー」と「社会人基礎力」の視点か
ら分析した．
３－１　�新人看護師に臨床より求められているコンピテン

シーの分析

　エンプロイアビリティの個人的能力の要因の「A　職務
遂行に必要となる特定の知識・技能などの顕在的なもの」
として以下のように分析した．看護管理者が考える新人看
護師へ要求する能力に関して，これまで種々調査を行って
きたコンピテンシーの 37 項目について 20）聞き取り調査を
おこなった結果は以下のようになった．
　大学卒業の新人看護師へ求める必要能力としては，幅広
い一般的知識，柔軟性，問題解決能力，仕事への心構え，
集中力，誠実さとなった．反対に，大学卒業の新人看護師
としての優先度の低い項目としては，外国語を使用する能
力 ，コスト感覚 ，調整，組織化の能力，交渉能力 ，独力
で仕事をする能力など，どちらかというと対象が患者では
なく，患者を通した他部門とのかかわりなど，ある程度の
臨床経験により獲得することが可能なものが挙げられた．
新人看護師に求められる必要能力に関しては，病院の規模
による差は見られなかった．
３－２　社会人基礎力の視点からの分析
　エンプロイアビリティの個人的能力の要因のもう一方で
ある「B　協調性，積極的等，職務遂行に当たり，各個人
が保持している思考特性や行動特性に係るもの」について
分析した．
　社会に出るための基礎的能力を判断の一助としての社会
人基礎力（経済産業省が提唱する「職場や地域社会で多様
な人々と仕事をしていくために必要な基礎的な力」）３つ

表２　採用時に重視コンピテンシー項目

カテゴリー【】 サブカテゴリー《》

社会性
・社会性　　　・協調性（チームワーク）
・柔軟性　　　・適応性　　　・マナー

基礎学力
・一般知識　　・学力　　　　・理解力
・考える力　　・行動力
・日常生活の行動力

コミュニケー
ション能力

・表現力　　　・自分の考えを話す力
・他者の話を聞く力
・双方向の会話（話し合い）
・関係づくり　　　・他者への印象（身なり）

ストレス対処
能力

・ストレス認識　　・コーピング
・サポート体制

自己の認識力

・自分の状況理解　　・行動傾向の理解
・精神面の理解　　　・自分の能力把握
・自己コントロール
・他者からの評価受け止め

リーダーシッ
プ

・判断力　　　・調整力　・責任感
・役割認識　　・優先順の決定
・人となり

看護師を継続
する力

・看護師への動機　　　　・目的意識
・つまずきを乗り越える姿勢
・つまずきを乗り越えた体験
・仕事のイメージ化・体験

自己学習能力
・自分で学習していく姿勢
・自己学習方法
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の能力 12 の領域にわかれている．これらの３つの能力【前
に踏み出す力】，【考えぬく力】，【チームで働く力】の３つ
の視点より分析した 25）．
　大学病院では，「生活感がそれほどないので，自分より
ももうちょっと年上の（スタッフの）人たちと約束をして
接するのは難しいのではないでしょうか」のような“社会
のルールや人との約束を守る”《規律性》すなわち【チー
ムで働く力】が重視されていた．
　その他の病院では，「（患者に対して今何ができることが
ないかなど）いろんなアイディアを考え提示することは，
患者さんにとっていろいろな意味で楽になる」「型にはま
らずいろんな考えから看護を提供して欲しい」など“新し
い価値観を生み出す”《創造力》すなわち【考えぬく力】
が最も多く，次に「患者さまにしても他の医療関係者にし
ても相手は人生の先輩でありお友だちではないために，自

分自身のスタンスをどこに置くかを認識し行動をする」の
ような“社会のルールや人との約束を守る”《規律性》す
なわち【チームで働く力】であった．（表３）
４．新人看護師への支援に関する考え
　看護管理者が新人看護師の将来を考えていく上でどのよ
うに援助しようとしているかという点からまとめた．今回
のインタビューをした病院では，すべての病院で教育シス
テム（ラダー制など）を取り入れていた．さらに基本的に
新人教育の体制をプリセプター制におきながらも１対１で
限定されないように相談役や面談の機会など複数の指導者

（病棟の先輩看護師）がかかわるように工夫されていた．
　はじめに大学病院では，「経験年数ごとに役割を持つ」，

「新人看護師はファーストステージである」，マイナスイ
メージとしての「やる気のある人の足を引っ張らない」な
ど【将来ビジョン】を大切にしていた．その他の病院では，

表３　社会人基礎力で重視するもの（件）

能力【 】（件） 要素《 》
大学病院
（件）

その他の病院
（件）

計
（件）

前に踏み出す力
：アクション（39）

主体性 10 9 19
働きかけ力 6 3 9
実行力 6 5 11

考えぬく力
：シンキング（38）

課題発見力 7 6 13
計画力 3 3 6
創造力 8 11 19

チームで働く力
：チームワーク（80）

発信力 2 2 4
傾聴力 4 7 11
柔軟性 7 4 11
状況把握力 10 6 16
規律性 16 10 26
ストレスコントロール力 5 7 12
合計 84 73 157

＊数字は能力および要素に該当する件数である．

表４　新人看護師への支援体制

カテゴリー【】
大学病院 その他の病院

計
件数 例 件数 例

目的意識 5
・�自分の課せられた役割を果たす
・�つまずいても乗り越えることができる

7
・�人とのふれあい，人との中で自分が成長できる

仕事
12

教育姿勢 8 ・�キャリア開発には各自の能力が必要 4 ・ �1 年かけて基本的看護技術を覚えてもらう 12

個人特性 5
・�看護は，頭だけでなくトータル的な部分が

必要
3

・�自分なりのアイディアを持つ
8

連携の持ち方 12

・�やりたい人たちの足を引っ張らない
・�多人数病棟に採用することでお互いが相談

相手
・�どこに行ってもきちっとできるような看護

師が必要→ファーストステージ

10

・�看護部だけでなく院内全部で育てる
・�各部署での役割と次への継続をどうするかを

知る 22

将来ビジョン 8
・�ゼネラリストとしてそのまま自分の仕事を

きちっとこなす
1

・�専門性を発揮し考える
9

計 38 25 63
＊数字は，それぞれのカテゴリーの件数である
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「病院全体で連携を持って育てる」など，看護部だけで新
人看護師を育てるのではなく，病院全体ひいては他機関と
の連携を持って【連携の持ち方】で育成するという結果と
なった．（表４）また，指導体制としては，「できたこと」
を認め「褒める」という姿勢をとり，「できないこと」に
対するマイナスでの評価を避ける評価姿勢であった．さら
に，指導・教育する際に気をつけていることは，近年（５
年間ぐらい）の新人看護師（現代の世代）の傾向や変化と
して捉えていた特徴からの対応であった．特に，注意，指
摘やアドバイスを受けとめられず，すぐに落ち込むという
精神面に配慮しての指導姿勢が強調されていた．

Ⅳ．考察
　現在の新人看護師は，臨床への不適応や人間関係が築け
ないことによる早期離職の増加という問題に直面してい
る 26）．そこで，現在の看護管理者が求めているエンプロ
イアビリティについて，「コンピテンシー」と「社会人基
礎力」の視点からインタビュー調査を分析した結果より考
察する．
　はじめに，エンプロアビリティの１つである「社会人基
礎力」すなわち，協調性，積極的等，職務遂行に当たり，
各個人が保持している思考特性や行動特性に係るものがど
こで培われるかということである．「社会人基礎力」は，
大学教育における一般教養だけで獲得できるものではな
く，看護系大学であれば，27 週間にわたる臨地実習や課
外活動時，そして学生自身の日常の社会生活の中で総合的
に育まれるものであるだろう．そのような学生を教育する
側は，臨地実習も社会へ踏み出すための一つの過程である
ことを忘れてはならないと考える．そして，学生自身には，
他者への関心と，その関係性の中で自己を洞察して人間関
係を築きながら，自らを伸ばしていく能力を育むことが重
要であることを，教育側が意識して関わる必要性がある．
　今回のインタビュー調査で臨床が採用時に重要と考える
新人看護師の能力は，看護領域特有の知識・技術というよ
りは，社会生活を営むための【基礎学力】，人との関わり
をもつ【社会性】【コミュニケーション能力】であった．【基
礎学力】の中でも《日常生活の行動力》は，生活を基盤に
してその人がその人らしく健康な生活を過ごすための力・
生活の知恵といわれるものである．本研究の結果より，生
活するための知識・技術は，日々の生活で大学入学前に身
につけてきていないことが示唆される．コミュニケーショ
ン能力を含めた「社会人基礎力」は，本来，日常生活の中
で育まれ，それをそれぞれの職業や社会生活の中で活用で
きうる人間として成長できるように教育面より援助するの
が高等教育機関の役割だと考える．
　次に，職務遂行に必要となる特定の知識・技能などの顕
在的なものとして，専門職業人として求められている「コ

ンピテンシー」の視点から考察する．インタビュー結果よ
り自分の置かれている状況分析，自己の力を認識する，問
題を解決し自己研鑽をしていくなど，【ストレス対処能力】

【自己の認識力】【自己学習能力】であった．看護師という
専門職業の特性からも患者との関わりを築き看護実践をす
る場面を考慮すると，人と関わりケアを行うための【社会
性】はかかせないものであり，【コミュニケーション能力】
の中の《他者の話を聞く力》《双方向の会話》は《関係づ
くり》に必要である．また，対象のニーズに応えたケアの
実践をするためには，《判断力》《責任感》《優先度の決定》
などの【リーダーシップ】は欠かせないものである．さら
に，チーム医療のメンバーとしては，【社会性】の中の《協
調性（チームワーク）》《柔軟性》《適応性》が重要であり，

【コミュニケーション能力】の《自分の考えをいう》《他者
の話を聞く力》《双方向の会話》は，それぞれの役割を理
解し多職種との協働をするために重要なコンピテンシーで
あると考える．これまでの研究結果からも【看護師を継続
する力】には，《看護師への動機》や《目的意識》という
看護への興味・関心があり，《仕事へのイメージ・体験》
が自分の目標となるモデルや自分のキャリアデザインが描
けることが大切である５，27）．これらはもちろん看護師とい
う職業に就いてからも重要であるが，看護基礎教育課程時
代に「いきいきと仕事をしている自分の姿」，「あのような
看護がしたい」や「あの看護師さんのようになりたい」な
どというロールモデルに出会うことも大切である．このよ
うなキャリアモデルと会う機会は臨地実習がもっともよい
機会であることからも，臨地実習における体験が学生の
キャリア形成に大きく影響してことが推測される．反対に，

《つまずきを乗り越える姿勢》《つまずきを乗り越えた体験》
の部分では，実習指導担当教員や臨床指導者の関わり方が
問われることとなる．このようなときには，つまずいてい
る問題状況を明らかにし，学生自から解決の方法を考える
ことで人として成長できるように支え，時には一緒に考え
る指導姿勢が必要であろう．それには，できたことを認め，
次に取り組むことを明らかにし，学生が新たな行動に移せ
るように背中をおすことも時には必要である．すなわち，

《つまずきを乗り越えた姿勢》を育てることは，現在の看
護基礎教育での課題であると考える．
　看護専門職として必要な知識・技術は，臨床ですぐ活用
できるまでに至っていないのは現在の医療情勢から考えて
も既知のことである．また，現在の臨床においても新人看
護師が，知識・技術を習得し自信をもって実践できるよう
になるまで，待っていていられないのが現実である．新人
看護師であったとしても病棟の看護要員の一人として数え
られていることが多く，先輩看護師は，早く一人前なるこ
とへの期待から色々なことを教えたいと思い，一方新人看
護師は，次からつぎと出てくる新しい業務により自分自身
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の許容範囲を超えてしまい，ついには習得すべきことを消
化しきれていないうちに次の新たな課題が与えられてしま
うということが，繰り返されていることを忘れてはならな
い．このように業務に目を向けると仕事の中で新人看護師
を指導するための先輩看護師の時間が不足している５）と
いわれ，新人看護師は，充分指導を受けることなく，さら
に自信がもてないまま看護実践となり患者へ看護を提供し
ないといけない状況が生じている．これらのことより，新
人看護師の指導へのあり方を検討するとともに，新人看護
師の指導にあたる不消化状態の指導者へのフォローシステ
ムも確立・充実させていくことも必要である．
　これまで，臨床での問題点や課題について考察した．看
護基礎教育課程である大学は，専門職業人である看護師と
してその力を自分で伸ばしていくことができる素地を育て
る場であると言われている28）．すなわち，看護基礎教育課
程は，エンプロイアビリティの要素としての「コンピテン
シー」と社会で生きていくために必要な「社会人基礎力」
を育む場所であり，高等教育機関であるということになる．
そのためにも，看護師が生涯学習し続けることができるよ
うに，学生時代より自己学習していく姿勢を身につけると
ともに，自己学習できる環境は大学内だけではなく，学生
がかなりの時間を費やす臨地実習の場にあることを鑑みる
ことが大切である．このことは，日々の業務の中で学び続
けることの重要性にも繋がっているであろう．これらより
看護基礎教育課程における役割は，看護基礎教育と臨床の
乖離を少なくし，看護の質を高めるための協働が必要とな
る．環境の中には，物理的なものに加えて，エンプロアビ
リティを育みつつ，将来のキャリアデザインを描いたり，
モデルとなる看護職者の存在が見えるようにしたりしてい
くことも欠かせないことである．
　本研究の限界は，対象の背景である病院機能や規模およ
び看護系新人看護師の採用状況が異なる病院であること，
対象数が少ないことにある．今後は，地域，病院機能・規
模，対象者数を増やし検討することが課題である．

Ⅴ．結論
　採用側の求めている「エンプロイアビリティ」は，大学
教育におけるカリキュラムだけで獲得できるものではな
く，臨地実習や課外活動時，また日常の社会生活の中で育
まれるものが多く含まれている．看護基礎教育の場では，
看護を実践する力を支える生活力，《日常生活の行動力》
を育てる指導・教育から始めることが必要とされてきてい
る．そして，看護管理者が学生に求めているエンプロイア
ビリティは，他者への関心と，その関係性の中で自己を洞
察して人間関係を築きながら，自らを伸ばしていく能力を
育むことであり，そこに必要なものがコミュニケーション
能力である．すなわち，看護基礎教育課程の課題は，「コ

ンピテンシー」と「社会人基礎力」を繋ぐキーコンセプト
としての「コミュニケーション能力」を育むことである．
さらに大学教育としては，基礎教育課程でエンプロイアビ
リティを含めたキャリアデザインに関する教育が必要と
なってきていることであろう．
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Abstract

To clarify the employability required for nurses in implementing team medical care, nursing administrators were 
interviewed in hospitals that are hiring new graduate nurses about their required vocational competencies. These results 
were then evaluated. The interviewees were nursing administrators working at hospitals. Contents of the interviews include 
important factors in hiring, competencies required for new graduate nurses and career design, etc. Interviews were placed 
in successive records and analyzed using qualitative and inductive methods.

The important factors in hiring were revealed to be pliability, cooperativeness, verbal/nonverbal communication, self-
analysis and problem solving abilities from the perspective of basic social skills. The key competencies are broad 
knowledge, a flexible mind, problem solving abilities, good posture physical strength, ability to concentrate, and integrity. 
To promote their career design, each hospital has training programs for nurses from the first year to the fifth year of 
employment and supports their individual career design since then.

These aren’t acquired only through academic education but also by practical training, extracurricular activities and their 
own daily life comprehensively. In conclusion, it is essential for students to foster their own abilities such that they develop 
a relationship with others while keeping an interest in and insight into themselves.
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